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赤色 シ/ 節の研究

1. 山羊に於ける肉 11艮的観察

工藤規まff:
く北海道大事獣、箆車部家者解剖塾教室:主任高知設授〉

1.絡 雪量
1:::1 

赤色を呈するリンパ話Hこ関する研究は古来校

単に迫力!~い程で， jさの名都も研究者・により和々呉

なっている。

ll[lち

Rotlich gef五rbteLymphdruse. GWBES (1884，¥ 

Hemolymph gland a. Hemal gland. CLARK.SON 

(1896). 

Blutlymphdruse. ，再1ETDENREICIl(1902)， SCHU-

MACHER (1912¥ 

Rote Lymphdruse. HELLY (1902)， TEJIMA (19:)3'. 

Haemallymphatic gland a. Haemal gland. LEWIS. 

(1903). 

Haemolymph gland. LE¥YIS (1903). 

H五molymphdruse.PILZ (1907)， l¥!lASAK.I (1936). 

Rote Lymphknoten. BAUM (1907)， PETRI (1925). 

IMAI. (1940). 

Lymphoide Blutknoten u. Blutlymphknoten. BA-

むM.(1907). 

Ganglions lymphatiques sanguiniferens. KELI.ER. 

(1923). 

Haemolymphglandula u. Haemoglandula. TEJI-

MA (1933). HAMADA (1936¥ 

等である。 Nominaanatomica japonIca (1945)で法

血リンパ'GijHaemolymphonodusとなっている。

而し乍ら此の言葉は本臓器の解剖率的措迄の

見地から意味がl州在で、なく，子，F，'Jの Haemolymph-

glandulaとiJtJii)されるさ云それがるる。

此の走:叫えに於て若手fは本臓器の一般的名稿と

して，赤色リンパ笛jLymphonodus ruberを.JAIlL'1し

JJ!に LE¥VIS，手jJrs;にならい，之に出入するリン

パ管の有無によって之を 2積に分け， Haemal 

lymphatic gland. LEWIS Jl[lち Haem olym phgland ula. 

TEJIおいをザンパ管系赤色ザンパ宣言 Lymphonodus 

ruber lym phangiorisとL，Haemal gland. LEWIS 

j![lち Haemoglandula. TEJIお日を並L管系赤色ヲン

パflijLymphonodus ruもerhaemoangioris と若手稲せ

んとするものである。

赤色リンパ笛は古来多数のき堅手?によって研究

されて来たが，共の大部分J主人襲撃者によるもの

で，数墜事r~lj或に於ける研究は怪かに BAU珂，

PILTZ (>~.;二，三の業毅あるに過ぎない。

従って研究のまJ象も人類に就ては， ROBER-

TSON (1890)， VINCENT-HARRISON (1898)， Wm-

DENREICH (1901)， ，再1ARTHIN(1901)， MORANDIE-

SISTO (1901)， LEWIS (1902)， DA VTON (1905)，玄EL-

LER (1922)， PETRI (1926)， PETERSOX (1931)， KUBO 

(19.36)， MASAK.I (1936)等多数の研究があるが，動

物(家畜を合引に就ては比較的少数例に就ての研

究がなされているに過ぎない。

'1二， 羊i亡左左ては ROBERTSO~ (1891)， CLARK.-

SON (1891)， SCHUMACHER (1897)， VINCENT-HAR-

RISO~ (1898)， DRU:MMOND (1900)， HELLY (1901)， 

1再(ETDENREICH(1901)， LE¥VIS (1902)， BAU立 (1907)，

PILZ (1907)， EpPI~(主ER(1928)， l¥!lESSNER-PENITS-

CHK.A (1931)， IMAI (1940)等共の検出は多数の事

者の一致して認むる所であるが， 0J ~下に就てほ手

品(1933)の研究，鹿，玲羊に就ては SCHUMACIIER

(1897)の研究がるるのみであって，何れも存在を

掃す;Zしている。 之に反 L， 駿院にまtては CLAR-

K.SO~ (1891)の研究があり，而も存在を否定した成

栽を出している。要するに反努動物では，調子王さ

れた範出{買うで賂院を除き存在するものの訟である。
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以上の如く1I1羊に関する従来の業績の極めて

少ない事は立外とするJ男で、あって， L1!羊は共の材

料入手が容易で‘あり，又共の取扱いも甚だ簡易で

あるから，赤色リンパEiiの解剖生理事的観察には

極めて好適なものとjAわれる。

反努動物以外に於ては，

M~ ， CLARKSON (1891)， LEWlS (1902)， BAUM 

(1907). 

探， CLARl三SON(1891)， VINCENT-HARRISuN， 

(1898). "¥再TELDENREICH(1901)， LEWIS (1902) 

鼠， CLARKSON (1891)， VINCENT-HARRlSON 

(1898)， ¥平EIDENREICH(1901)， LEWIS (1902)， 

KELLER (1922). 

犬，哀OBERTSON(1890)， CLARf玉虫剤(1891)，DRU-

MMOND (1900)， WEIDENREICn(1901)， LE-

WIS (1902)， DAYTON (1905)， BAU珂(1907)，

EpPINGER (1928). 

猫，哀OBERTSQN(1890)， CLARKSON (1891)， DR-

U日延OND(1900)， "¥再1ElDENfミEICH(1901)， 

LE¥YIS (1902)， WHITE (190引 DAYTON

(1904). 

等に就て存否一定せ十，或は赤色リンパiiii中の著

者の所司~， l)ンバ管系赤色手.ンパ笥のみの存在を

考えさせられるものが少なくない。

又 LEWIS(1902)は廿日JJ:む栗鼠，土Wt，捷，
主演1，鎚鼠等に之を認め THOME(1896)， SCHlド

坦ACHER(1913)は猿に認めている。

鳥類では LEWIS(1902)誌雑に Vr:r-;CENT-

HARRISON (1898)段鶏，驚烏に美i1{立するものを認

めたと述べている。鳥類;に於て法i血球の性吹が異

なるので，其の Fンノミ節の検索に詰充分な注意を

要L，時季L動物のそれと比較同定するには慎重な

研究を必要とする事ほ堂然である G

上述以外の動物に就ても多撃の研究がなされ

ているが，本Fンパ笛を確認したもの誌ない。

著者は動物，特に家畜に於ける赤色リンパ笥

の系統的検索を全て，上述の理由から山羊を材料

として未だ定設を見ない之が解剖率的構造主主ぴに

生理準的意義を究明せんとするものである。

今111}は先宇、肉眼的検索によって得た成績を報

台し御批判を抑ぐ弐第である。

11. 賓験材料と方法

材料採取動物は !:[c1去に示す如き蛤見 3{婚

を合む生後2(r¥三迄のザーネン郡山羊 25体である。

Table. 1. Animals used for Experiments. 

Goat 
No. Sex 

4
.
6
ラ

3

2

8

7

9

9

3

0

1

7

2

3

4

a

2

4

ラ

8

1

ラ

6

1

0

1

1

2

2

2

1

1

1

2

2

2

1

1

1

1

1

 

※(1) : 

Age 
Weight 

(kg.) 

1.400 

1.610 

1.750 

2.400 

2.950 

3.ラ00

3.600 

3.250 

ラ.100

3.100 

3.800 

3.400 

3.890 

3.900 

5.300 

7.230 

3.400 

4.200 

4.800 

13.400 

13.500 

20.ラ00

30.750 

グ

※(1) 

♀ 

※〈ヨ〉

グ

グ

♀ 

I Foetus 

2 days 

[ラ jjays

3 

グ

グ

グ

グ

グ
6 days 

8 days 

11 days グ

" 
" 12 days 

I! 

'1 

グ

" '1 

P Iラdays

19 days 

20 days 

1 year 

グ

" 
" 
" 
2years 32.000 

Freemartin. ※〔ヨ): Castrated Animal 

本報台に於ては肉娘的に又は棋大鏡を用いて

認められた赤色を帯びる総てのワンパ笥iを:赤色リ

ンパ笛iとして算出した。 従って本篇では LE¥VIS

D言う Haemallymphatic glandと Haemalgland 

RPち著者の呼様せんとするリンパ管系赤色リンパ

節と血管系赤色ワンパ笛iの補者・は総て此の中に含

まれている誇である。とれに出入するリンパ管や

血管の問題に就ては詳細な組織撃的検索を行い後

詰稿を改めて報台ずる議定である。
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111.黄醸成績

1. 赤色リンパ節の敷

~IJ 芋の各1Yil休に於ける赤色 F ンパi患の検出教

は第 2去の女nくでるる。

Table. 2. Number of Red Lymphonodi 

in each Animal. 

Goat Age 
Number of red 

No. Lymphonodi 

4 Foetus 20 
6 " ラ

ラ " 8 
3 2 days 17 
2 4ラ
8 ラdays 70 
17 " 20 
9 
1861dd宮aa町yyss S 

100 
19 92 
23 ラ2
20 42 
21 i25ays 2ラ
7 32 
12 17 
13 O 
14 " 23 
22 

iラdddaaayyyss s 
78 

24 19 132 
2ラ 20 19 
18 1 year 79 
11 63 
lラ " 1ラ4
16 71 

" 107 
10 2 years 47 

長11ち全賓験例 25体に於て No.13を除く外は

総てネリンパUiiの存在が設UJJされ， 検出率は 24/25
即ち 9696であり，故大 11同体に 1541同， 之|三均 53

併であった。これを胎克，初生兄，成熟Ul二下の 3

i洋に分けてみると， 111母体平均拾見でほ 11，初生

47.8，見成熟~IJ 羊 86.8 柄である。

誌に No.12及び No.13立双生でおるが同年

齢の他の 3例の何れよ与も少ない。

疾病と赤色リンパ笥の治長との関係は今後の

研究に侯ちたいが，剣傷性殺技炎と診断された生

後 2年の No.10は生後 1年のものによヒベ急:激に

減少している監は注討すべきであろう。

2.大き

側々の赤色リンパ笥に就き測符器を夜JIjして

lli交する 3任を 1/20mm迄測定L， 共の最大l!I筏

を基準としてみると第 3去の如くなる。

即ち lll{J:~ 1 "，2 mmのものが故も多く 25例中

23吾IJ(929話)に検出され各担j合計 484{匹iで全赤色習

ンパ笛i数の 37.696 に詰る。号えいで 2~3mm のも

の 378捌 29.4%， 3~4 mmの 221倒 17.2劣， 4'"-5 

mmの 101倒 7.8銘とな札大部分は 5mm以下

の大さを有し 5mm以下の合計 12331[lll，郎ち全赤

色リンパ笛の 94%を，1iめる。

T'able. 3. Size of the Red Lymphonodus in each Animal. 

Size (mm) 
Gω側 N泌0.1同函函h一2ιU山…12少却2-日一ヲ3! 3-4，4十村一与ラ i ラ片4十 1ι!6-7仕臼ι-子7七i刊 8げ一サ9γiゆ快阿刊判9争判山刈一→刊叫iぬ州O創110か加…一→i
4 13 2 ラ
6 3 
ラ 2 3 2 
3 11 6 
2 10 3ラ
8 2 3ラ 2ラ 7 
17 13 7 
9 7 67 22 3 
19 8 63 17 3 
23 8 33 10 
20 16 lラ 8 3 
21 11 7 ラ
7 17 8 ラ
12 13 4 
13 
14 16 6 
22 11 34 17 ]2 2 2 
24 6 ラ6 43 18 2 6 
2ラ 9 4 ラ
18 23 33 20 2 
11 ] 1 32 1 1 7 
iラ 6 30 22 11 3 
16 4 2ラ 22 13 7 

4 3ラ 29 27 ラ ラ 2 
10 3 14 11! 7 3 3 
Total 49 484 378 I 22'1 101 48 ラ 4 

20 
ラ
8 
17 
4ラ
69 
20 
100 
92 
ラ2
42 
2ラ
31 
17 
O 
23 
74 
12ラ
19 
78 
61 
J 16 
64 
9ラ

2 3ラ
2 1233 

O 
O 
O 
O 
O 

o 
O 
O 
O 
O 
O 

O 
O 
O 
4 
7 
O 

2 
38 
7 
]2 
12 
8ラ
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三えに桧児，初生児，成山羊の 3J罪広就て各大

さのザンパ笛j数と各:詳のリンパ笛総童文とのよ七を%

で表わLてみると弟;，1 去のま~I くなる。

τable. 4. Showing the Increase of larger 

Red Lymphonodus with the 
Increase of Age. 

Size (mm) 

less than 1 

1 --2 

2 -3 

3-4 

4ーラ

ラー 6

6 -7 

7-8 

8 -9 

9 -10 

10-12 

12 -13 

13-20 

over 20 

I Foe侃附叫t凶u

6.0邸6餅ωμ矧 6.7花6μ i 仏兜が
48.49 I ラ3.14 I 11.90 

12.12 27.23 I 31.86 

30.30 I 9.42 1 26.68 

3.03 I 2.7ラ I1ラ.16

1.18 I 7.49 

0.52 I 3.26 

0.96 

0.77. 

0~19 

0.38 

0.38 

0.19 

0.19 

即ち年齢の増加と共に大形のものの出現が多

く，殊に成LlJ羊に於て辻胎児，初生児によ七べ此の

傾向が強い。

3.色彩

色彩の匝分に鰯してほ最初の一例即ち No.l

に就ては，淡i切なものと濃厚な色彩のものとに二

大別した結果， 107都Iq:tj炎色のものめ{同支色のも

の 571frfijで、ド14者段t支持童文で、あった。

弐の91却に就ては雨者のi討に廷に中間色のも
のを規定し淡色，中間色，i畏色の 3段Wfに函分し
たが，共の成績は第5去の如くでるる。

Table. 5. Number of Red Lymphonodi 
differentiated by 3 colour tones 

Go抗 NO.j Age 蜘!ーiddlefda比 Total
4 Foetus 16 O 20 

6 " 4 O ラ

ラ " 6 2 O 8 

3 2 days 10 3 4 17 

2 " 20 10 4ラ

8 '33 2ラ 70 

9 6 days 28 38 34 100 

7 12 days 10 11 1l 32 

10 2 years 11 16 47 

Total 117 100 344 

又最近の 15例に就ては色調を更にまis分じて

赤色系のものを淡赤色，中間赤色，濃赤色に分業1i

L，赤柄色系のものとしては正念リンパ節の色調

に僅かの赤味を帯びた淡赤褐色，更にとれよ告も

少しく濃厚で中間赤色の透明さを扶いた中rm赤絹
色，濃赤色よりも廷に濃i手で培黒色を主する濃赤

諸色に 3分L，従って色調を以上6種に匡分し観

察した。かかる色彩によって極分した亦-色 Fンパ

節の出現紋態詰第8去の如くである。
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即ち年齢の増加と共に色彩の濃厚なるものが

増す何向にあり， 45に生後1年以上の成熟Ul芋に
於て瓶ね諜色のものが多く換すすれば赤色習ンパ

節は年齢が進むと色彩が濃!手となり~!~:~~去を帯び、

て来る傾向にあるものと考えられる。

4.形按

赤色リンベ笛jの例々に就いてu'i交する 3{Ji~ を

測定し，接選rr面及び、縦額面の 2両に就て故大符に

おしり:1tJ.J二のtu:符ある時を凶11ラ(R)，2/3 -...1/2の時

をお同形 (0)，日以下の持を局同i形 (8)とし，偏西

を併せ考えて共の形吹を(R.R)，(R.O)， (R.8)， (0.0) 

(0.8)， (8.8)の6型に分類した。共の各例に亘る出

現頻度をみると第 7去の如くなる。
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ラ0
27 
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1ラ4
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フ
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3
1
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・司コ

タ6.1: Per cent of the total number of each form tο 
the total number of red lymphonodi detected. 
%， II: Per cent of the number of animals having 
every form to the number of animals examined. 

即ち総体的に球形の度をま脅すに従って出現の

頻度多く横盤面，縦額面共にIHl形即ち球形(R.R)の

ものは25伊j中24伊U(96%)に認ゐられ，その廷を会

101 

出童文段全志色リンパ主(iiの 70%に相常する G 一面.同

形にして地面のtf1inl形のもの (R.O)vi之に弐ぎ，
以下I括的i共に花同形のもの (0.0)， 一一面の)nO誌な

るもつ (R.8，0.8) N4ttri共にA，dUilなるもの(S.S)の顕

に検出されるがR.R型に比べれ試{pJれも極めて怪

少に過ぎない。

又以上のf頃向を年齢の推移と共にみると生後

1年以上の成訪山羊では未成熟なものに比べ， *1i 
国体及び局千誌のものの出現が士官すものの様であ

るc

5. 検出部位

全身に立川手に血管， ザンパ管，正常リンパ

邸周還に注意を携;Jいつつ総ての赤色リンパ[ijを検

索し，体内の部{立によってこれを大別した庭， 11M

体による主港は認めたが主として主要大血管， リ

ンパ管， リンパ箆}r'i]迭に検出され，従来報告され

ている部位以外にも好議するととを知った。共の

捻出部{立と桧出数を示すと第8去の如くである。

即ち頭頭部に於ては総頭重主張後部Nil透にlTtも

多く 25例中 14例 (56%)に検出され捻出総裁41

4司平均 11PlJに2.9偶でるる。ヨえいで総頚動脈前部
!司法~1: 10 例 (40%)総数 18 都千均1.81~il となり，

以下根、頭勤脹中部同透(7例 28%，総数1011M，平均

1.何回)，雪国頭後部の血管及び疋鴬リンパ笛J1;]を(5

伊U20%，総数27f匹1，千均5.411liI)，顎下部周遊(3

伊~ 12%，語、童文 61~，I，手均 21同)に認められた。

又絞詩動探及び、肢話予ンパ邸周蓬に 4例 (16

%)に捻出され総童文51因子均1.31同である。

弐に胸控に於ては胸部大動脈m淫に最も多く
21例 (88%)に認められ総数328iF，1平均1例 15.6

倒である。 三たいでは前総括部の血管J1i]去をに 12例

(48%)に出現し総数58偶千均4.8俄で，以下気管

分岐部m蓬(3例 12ヲム総数日制千均3.71向)，横
隔膜現ンパ笛}司透(1例 4%，総数21品1)，食道後部

記沿う後縦隔 Pンパ節同透(1例 4%，総裁11同}等

に絵fHされた。

腹腔に於て立腹部大脹動向走塁・或は更に後方の

内跨サリンパ笛珂透に散在するのが最も多く， 21 

例RPち88%に出現し総数561倒平均26.7{Uilが算

えられた。三えいで前，後腹開摸リンパ笛或は錫i苛
棋の血管局透に 25fylJ中11i弗U(44%)に認められ，
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Table. 8. Number of Red Lymphonodi detected in various 

Regions of experimental animals. 
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τable. 9. Author's Classification of the Red Lymphonodi 

according to the colours and shapes. 

CoIour m
 
r
 
o
 
F
 

Typ~ Colour m
 
r
 
o
 
F
 

Type 

Red 

R.R I R.R XIX 
RO 11 R.O XX 
E1.O S 111 iiEZht E1.s xxz 
O. IV 
0.8 V 0.8 XXIII 
8.S VI I 8.8 XXIV 

R.R VII 昆，武 XXV
耳.0 VIII R.O XXVI 

middle R.S IX 
0.0 X 
0.8 XI 0.8 XXIX 
8.S 玄II S.S xxx 

R.R xnr 
R.O XXIV V R.O XXXII 
R.S R.8 XXXIII 
0.0 XVI dark .0.0 XXXIV 
SO，-、sS XVII O.S XXXV 

XVHr S. S XXXVI 
一一一 一一一一
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総数591!li¥千均5.411'4で， j:J、下}??動脈J，Ii]透及び腎脂

肪Ji-t(6例 245'0，総数 131Il，l，千均 2.21fli¥¥肝習ン

パ官Mm謹 (6fylJ24ヲふ総数 1211占1，千均21!lil)， i'fリ
ンパ岳jJNl迭は伊~ 169;6，総数6frl4，千均1.51品0，タト

腸J;?勤扱J.ti]透 (3例 12弘総数31品1，千均 11[b1"P1 
脹開設或詰腹腔リンパ笛Jit~J透 (2 例 8%，総童文 fi11M 

JI三均311'11)，大鰐肢の上に又は縮政事ンパ主主JNJ法 (2

例 8タム総数21弘之i三均 11rt;!)K認められた。

更に';?盤腔tこ於て法大血管のJNH討に又は仙サ

リンパ笛iiHcP'lui腸リンパ節等'r1'盤路内田iのすンパ
首j附近に散在して 25例中 16例 (6496)に検出され

総数721匹i平均 4.51[l;1であった。

誌に少数例ではあるが胎児 3例と生後2司迄

の初生児 2例計5例でほ赤色ザンパ笛が胸部主主び

に腹部大勤扱JNJ迭にのみ限られて捻出され，生後

5任以後のものでは急に出現部位が鎮Jたされてい

る。

6. 色彩影棋による分類

赤色Fンパ笛iの肉限的所見に於て最も多i誌に

立るのは上主主の如く共の色彩と形款である。

赤色予ンパ笛jのえさに議~Lてほ共の94劣が最

大LU符 5mm以下であるので著考は共の大さ誌ー

悲度外減して，名彩，形扶の 2里iiから全赤色リン

パ笛を第 9去に示しtc:tmき形式I'C従って36型に
分類した。

2f~ 6去に示す如く 6積の色調を石する赤色

リンパEiiの詮司nされた 15{yJjに，誌で，前述のう持f1型
式に見IJり赤色リンパ節の型別を各官母体勾に算1Hし

てみると支~ç 10去の如くなる。

TabIe. 10. Number of the various Type of Red Lymphonodi detected in each Animal. 

Goat No. I Total I Type '-AV'...." .i.W.  1~_l>C:I.l IAverage 
17 I 19 23 I 20 I 21 I 12 I 13 I 14 I 22 • 24 1 2ラIJ 8 I 1 J I 1ラ[161.-1rlr. 

I 3 32 18
1 

81 7 61 JO 
331! 1 
4jiラ 3 ラ

II 3 31 11 11 
III ラ 3 
IV 
V 
VI 2 
VII ラ 13 9 フ 6 9 iラ 17 
VIII フ

IX 
3 11 71 2 

X 2 2 2 11 71 4 
XI 11 71 2 
xn 
Xln 2 4' 9 3 6 
XIV 2 
XV 2 
XVI 2 
XVII 
XVIII 
XIX 12 10 [0 61 21 
XX l 2 

2 
XXII 
XXIII 
XXIV 

2 

XXV 2 4 フ
XXVI 4 
XXVII 
XXVIII 3 
XXIX 3 
XXX 
XXXI 4 
XXXII 2 

XXXIV 2 
XXXV 
XXXVI I 

2 

Total， 1: Total number of animals having each type of red lymphonodi. 
Total， n:: Total number of red lymphonodi in each type. 

J4 
7 
8 
3 
3 

14 
8 
3 
8 
ラ

12 
7 
2 
7 
4 
3 
12 
7 

3 
6 
3 
3 
8 
3 

3 
3 

2 
2 
O 
3 
2 
O 

Average: Average number of red lymphonodi in animals having a definite types. 

168 12.0 
11 1.6 
17 2.] 
3 1.0 
3 1.0 
2 2.0 
142 10.1 
19 2.0 
3 1.0 
20 2.ラ

12 2.4 
1.0 

132 11.0 
ラ0 7.1 
3 1.5 
47 6.7 
18 4.ラ
3 1.0 
118 9.8 
16 2.3 

6 2.0 
lラ 2.ラ
4 1.3 
3 1.0 
17 2.1 
6 2.0 
1.0 

6 2.0 
ラ 1.7 
1.0 

ラ 2.ラ
3 J.ラ
O O 
4 1.3 
3 1.ラ
O O 
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jl[Jち最も出現の多いの誌 I塑で赤色リンパ詰i

を全く扶診する No.1.3を除き他り 14例に検出さ

れ(9.3..3%)総数日き11占f，千均 1例に 12f11r1で 15例

の全赤色リンパ節数86711liJD19%に古る。 ヨたい

でVII型が多く 14例 (93.3%)に出現し総計 142偶

千均 10.11!誌で全赤色ザンパ笛i童文の 16%を占める。

以下XIII塑 (12例制%総数 1.32栴1，手均 11偶，

全数の 15タ~)， XIX型(12例 80%，総数 118偶，之|三

均 9.81同，全童文の 14%)，X， VIII， III， XXV， XIV， 

XVI， XX， II， XXII， XI， XVII， XXI， XXVI， 

XXVIII， XXIX， XXIII， XXXIV， IV， V， IX， 

XVIII， XXIV， XXXI， XV， XXXII， XXXV， VI， 

XII， XXVII， XXX， XXXIII， XXXVI ~~の 11誤序

となる。

立(Jち各色彩詳に就てみるに年i拾の増加と共に

おlH1体jう主は局平体のものの出現が増加するため

各型の検出頻度が多くなる傾向を認める。

ーたに各部f立別に.36型の検出頻度をみると第
11去の如くである。

下去により後頭部，前頭部，中頭部，胸部大

Table. 11. Regions of Localization having 36 types of Red lymhonodi. 
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Figures in each colurnn indicate the nurnber of anirnals having nodus in definite region. 
Figures ( ) indicate the total nurnber of red lyrnphonodi detected in every anirnal. 

近しであるものは赤色系，赤拝j色系共に各型に立

って多数分布することが認められる。又咽頭後部

勤扱I，:i]を，前総版部，腹部え勤扱1.';-1を，脇市技， JfF 

IH]部，外腸廿部，骨盤陸等比較的大きな血管に接
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顎下部，腕詩部，気管分岐部，横絹鋭部，後縦稲

部，腎Ni}蓬，網膜部等に千ば乏し}(1)ンパ色:6~亡接し

て検出されたものは大部タ~iJ>'赤色系に属する各型

で，胃同法，円脹mJ~遣に出現したものは総て京初

色系に属する型であった。

7. 赤色ヲンバ笛の特異型

多くの赤色リンパ色(6ほ言語受性に草色上呈する

1 W，lの濁立した形のものであ与従来研究の封象と

されたものは総て此の誌なものである。

著者すま卒二研究に於て前主主の如く 36型に赤色事

ンパ笥を分類したが，数此の外に特異な外形を示

すものに遮遇し現在迄の観察で、ヨえの 4型にづ減員

し1号，た。

a) 結合型

2{間以上のリンパ笛の結合した形のものであ

り，赤色ザンパ節と正常習ンパ普jの給会Lたもの

と赤色すンパ節目志の幸-l;合したものとがある。

結合リンパ笛の数に就ては 21同の場合が大多

数であるが， 21rM以上の結合したもの，夏に多数

。/トリンパ白iが頼お:扶に結合したもの等がある。

結合リシパ節相互の体私関係と共の結合依態よ b

1 1)ンパrifj中に22i扶に混入したもの，輪欣に混入

したもの，瓢形を左すもの，球形のものが2分さ

れた形のもの等が認められた。

赤色ザンパ笥とIlミ話予ンパ笥との結合型は，

No.18の顎下部(淡赤色混入)1{同， No.19の腹部

大勤扱1M謹(中赤色混入)11rlil， No. 20の腹部え勤

脹.lN]謹白交赤色1Jt入)21同， No.21の腸開設(淡赤

色混入)41同， I;ij No. 21の腹部え動旗Jr'il去を(淡示品j

色混入)11flil， No. 22の拐i母校(淡赤総合混入日郁i

同 No.22の骨盤腔(淡赤招色混入)11向， No.23の

腕111誤{淡赤椅色混入判事1，淡赤拡j色混入7{II比中

赤褐色混入21flr1)， f!TJ No. 23の腎Jhh芝(淡亦偶色混

入)1偶， No.24の後頭部(淡赤色混入)1俄等に検

出され，又赤色ザンパ[riril]志の結合型としては，

No.14の胸部え動振!日蓬(中赤払j色十主主赤桜色)1 

1[llL No.15の骨盤路(1.農赤色，結節扶)l1flif， No. 18 
の顎下部{中表初色+濃亦桜色)1信号， J弓No.18の

胃Jm蓬{淡泊ミ色÷淡赤鵠色)111/iI， No. 19の胸部大

勤扱吋透{中赤色+浪赤色)11詳し同 No.19の腹部

大動板間遅〔中赤色十淡赤総色;濃志色票尾形)2 Wil， 

No.21の腎)hJ透{中赤色÷濃赤色)111占1，後頭部(濃

赤色÷淡赤お色)111M，胸部大動，脈問主主(淡赤色+

淡赤井j色)11同，腹部大動旗)hj法(淡赤色÷中京色

1伊I;中赤色十濃赤色， 2倶1)， No.22の腹部大動

旗開設{中赤色+濃赤色， 21同;淡赤色瓢形， 11同;

淡赤色申赤色新形， 111占1)， I，ij No. 22の肝門部(淡

赤拐色穎粒W~) 1偶，持0.24の腹部大動旗開蓬(淡

赤色穎:もう':WJ2{同等の分布を詮I~~ した。

も) 脂肪組議混入型

とれば赤色予ンパ邸中に脂肪組織の混入をみ

るもので，結合型li計去に喜子i扶に混入したものと輪

歌に混入したものとがある G

同iち No.19の胸部大動脈問法{淡赤色に製i扶

混入)2{同，腹部え勤扱);li]設{淡赤色に黙RJ¥混入)1 

fFi，fj-盤腔{淡赤色に黙W¥lIt入 2{同，淡赤色に輪扶

1ft入 1郁1)， 前縦脳部(中赤色に黙紋混入) 1{開，

No.21の腹部大動膜J司法(中赤色に里ili紋混入 11P4，

中赤色に輪車;混入 1{持)が検出されたロ

c) 王立E毒支型

色調注調蔓性に草色を呈するのが者通である

に拘ら宇例外的に斑紋欣を2.するものがNo.誌の

腹部大動紙日i]蓬{濃赤色)に 1{I/il認めた。とのもの

を斑紋型と裕する。

d) 複雑型

上越の 3殺特異型が更に額々組合されたもの

を一括して複雑型と揺する。

即ちNo.18の胸部大動膜lhliをに見られた 1倒

段脂肪幸11識の鈷歌混入型である赤色リンパ話中

ihlJ赤色)に抱の赤色ワンパe[ij(淡赤色)が瓢形に結

合しそれが正常リンパ邸と廷に結合せるものであ

る。又日 No.18の胸部大動振Js!iJ迭に認められたsIj

の 1備は志色リンパ節(淡赤拐色)と正常リンパ笛

との結合型で共の赤色ザンパ首iの一万より脂肪車Li.

識が延長し五常リンパ笛を輪扶に取与国むもので

あった。時o.19の胸部大勤扱}，Ii]蓬CQ1{到は脂肪組

織に埋tえする赤色ワンパ笛(淡赤色)であり，それ

に接する鼠管が絹Rえに続って一元願粒欣赤色手ン
パ節の視を)乏していた。又No.23の腹部大勤扱1，Iij

之さの 1111司法脂肪組織を検般に混入した赤色リンパ

節{淡赤初色)がその脂肪組織に接して同色の後小

な赤色リンパ笛を結合したものである。 No.21の
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百リンパ読に接してるる 1備は淡赤色の輪車;のまj誌

を外語に現わL(淡赤部色に記する脂肪組織り誌-

扶詫入塑)廷に微小な正常リンパ普j及び淡赤色の

Ij、赤色リンパ節と結合していた。又No.20の右族

主ミリンパ笛iの 11~司立地の正常習ンパ節に比べ出入

するJITL管が著lijH乙太く，その血管に沿い淡赤色の

赤色ザンパ笛iが埋決する如くに結合し，その赤色

リンパ色:fiは言語斐性に1;aiti加工正常リンパ笛の色彩を

三Lていた。

以上4積特異色の検出抗議に就てみると大血

管}N]迭に多く存在し，赤色リンパ笛と正常リンパ

簡とのまii合型では共の赤色ワンパ笛の色感は大部

分が訟も淡lijjなるものでるる。又赤色リンパ首i相

互の結合型では一般に淡色のものが多く，脂肪組

織混入型では淡色なものが多い。

IV. 籍、括と考按

山羊25体に於て赤色リンパ[{jjを全身に託っ

て検索し肉11民的にその大さ，色彩，形J!J¥及び出現

部位を観察した。

11fliJ1本に検出された赤色リンパ話iの総数は全

くとれを扶如した 1fyUを除き 24例に於て註小5

主主大 154で全検索仰U25例の千均531rMを示し似体

j.;::が甚だしいが性別及び疾病との関係に就ては現

在迄の検索拶1Jでは認められない。

持;内に出現する赤色リンパ笛iの総童文に就き羊

に於て ROBERTS(ボは拡大 300--400，BAUMは千

均 50--60 と記iW~Lているが， [11羊に於ける著;長・

の検索で誌 Rom三郎、割問の述べるように 300--400

という多数を認めた例立Jn~ く著者・の得た千均5311/il

は BAじ立の報庁にf;H吉一致する oIlJ芋に就て段子-

，(~の報伝に依れば 11支の iifj う車線は 18--291r司血i~本

巳!践は 2--61両でド14者を合すると 21--34郁iである。

子j与の賞iiif例法何れも 1!rl三前後のものであるが，

者<討の寅験例中 1年以上の G倒では 47~ 154倒で

千品の所えよりやや多い韻向がるる。

検出教を給見初生児，成~\J羊の 3'詳に分け

てみるとそのItnv乙軽度の異なった傾向が見られる。

日IJち年齢の増加と共に体私の大なるものが増L，

又色彩に於ては濃厚なるもの，形成に於てはねi母

体乃五日千体等が共Iz:.j詐加する傾向を認める。

上述の成絵二から赤色リンパ節が年齢と共に成

長増大するとも考えられるが，此の結は91に今後

の検討に挨ちたい。

又安採によれば家兎正常事ンパ首j法成熟近く

の胎児に於て球形のものが長;包括形となり中央が

括れて瓢形とな担，程々の分裂過程にある71対えを

示しながら詰千に近付くという。赤色リンパ笛jに

あっても同誌夫等の分裂及び形扶の鑓化が行われ

るものなら涼，年齢の増加H乙伴う赤色りンパUiiの

体政色彩形玖に於ける前m!;の傾.向或は瓢JIヨ主主す

る特異型の出現等は簡単に吉古し得るものであろ

う。此の意味に於て 3f弗jの給見及び2例の生後2

廷の初生先に於て赤色習ンパ笛教が少なく分布域

が民民されている製iは特に注口に値するものであ

るが，未だ賞験{弗jも少なく之主;の意義にj比て辻今

後の研究に譲bたいと，思う。

赤色リ，ンパ笛の色彩に謝しては共の中に合有

される多量の赤血球が本臓器に特異的意義主有す

るとする諸研究者の桜台よ b，色彩の血管系，資

質の性tt，被1廷の形態及び年齢当;との協連性に就
ては組織率的所J!と共に充分考究すべき問題で通う

ろう。

~研究により ~IJ羊赤色リンパ節の大部分主~fi 

占うるものは球形且つi主任5mm以下のもので共の

色彩は多岐に廷る事を認めた。

赤色リンパ笛iのlH現部{立に闘し，羊に就て
まりBERTSO~ ~士気管民設， ltr¥j桜，縦踊践の前後，腸

1m!見桜，腹腔及び廿盤控の脂肪組織に認め WEI-

DENREICHは縦踊E55，大動脈/，';]逢，腹腔の脂肪組

織，腎 'l'l"盤陸前部~z:.fJ在認したs 又芸人UMによれ

ば!{:.に於ては顎下リンパ色:iiJr';J迭，耳下腺ワンパ笛i

JNl透， -f{l扶IlJR11良部，前頚ザンパ首jJr!i]を， ~Il 見~ 9ン

パU6Jほえを，前頭リンパ笛jと中頭手ンパ主1jのiiij，Zi

{f?争ii筋下， JIlH'P横走己主主下，林J--J街頭詠， 日開関笛i

Hミ中ff!tl脂肪組織の ~t~，前時筋民主主筋，務長iilii五室長n部
針案絢筋務部とのi品j，胸椎下両，絢大動脈1m注食

道拘陸部，前大詔脹Jhl芝，後え15手目辰1M逗，時頑勤

1民主主，気管務部，心嚢，横隔膜Ilirll経開設，胸1'1・内
i古i ， 27jfj-FJ，横隔技脚，主~ 1百，第2百，出2，3，

4百のltlj，江'c4宵， 9詰i話lH史リンパ色(ii/，t;J若，肝の後

両及び??縁， II'J脹Jhl進、腎脂肪組識，跨1'1'リンパ
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笛JN]蓬，結腸蹄孫のi乱骨盤壁内面脂訪の中，腰

筋下部の脂肪組織中，設筋挟張筋，膝踊歩ンパ笛i

j;liJ蓬，糠部，皮筋に見たと言う。彼は又羊では後

頚事ンパ節J，I;J遊，蹄根，胸路前部，縦揺膜，路大

動脈問謹， 胸横筋， 腹大動脈)JA蓬， 識腎に認め

た。又 PILZに依れば牛に於ては頭部，食道開設

気管河建，気管分岐部，胸大動旗開透，胸椎周遊，

功告'弓，局狩骨の後縁及び頚，后H~下筋後部，肢

詰，横隔膜，腹大動旗!司法，腰相m;J謹 .rl'盤控血

管周遊，坐骨結笛J，皮下，皮筋内面に存在し，若

羊に於て詰讃勤張IliJ透，大動旗開蓬，腎勤扱開設

に認められると言う。

著者の絵素に於ては{同体により共の出現部位

も相違するが毎常現われるのは後大勤扱lrl~蓬で，

共の他咽背部，顎下部，前頭部，中頭部，後頭部

絞語部，前線隔部，気管分岐部，横隔膜，後経隔

部，腸1t11肢，腎ml謹，肝門部， 胃同走塁，外腸廿部，

111朕JN]走塁，網膜及て去、fJ'盤腔に検出された。

著者の検索材料は出羊のみでる担，他動物の

それとはー撲に比較し得ないが，現在迄の庭では

BAUM及び PILZの報音にあるがま5古血管， ザン

パ管1)ンパ笛から離れて筋肉に前荒・し或ほ皮

下にあるものには接しなかった。

前速の如く Ul羊の赤色リンパ箆に就ては手応

の報告に接するのみでるり， l!Pち6伊jの検索成績
によれば，顎下部，胸部え;動旗開設，腹部大動膜

f再建，頚部，肢寄，鼠撲部，腎m蓬，胃稗!司法に
その出現を報岳しているa

著者の成績は千島の述べた部泣以外にも少数

ではあるが咽頭後リンパ節約近，横隔膜，外務骨

リンパ首j附近，網膜リンパ笛附近の出現を迫力nす
るものである。

著者は赤色リンパ笛の側々に就て共の色彩，

形紋の2賠から 36型に分類したが， 共D検出扶

況は 15供jの検索に於て最も多いのは I型で，以下

VII， XIII， XIX， X， VIII， III， XXV， XIV， XVI， 
H， XX， XXII， XI， XVII， XXI， XXVI， XXVIII， 

XXXI， XXIII， XXXIV， IV， V， IX， XVIII， XXIV， 

XXIX， XV， XXXII， XXXV， VI， XII， XXVII， 

XXX， XXXIII， XXXVI型の11闘である。即ちー先立

に色彩が淡町jで、旦つ球形のものが多く， とれを年

齢顕にみると若齢のもの程との傾向が話語、著である。

又本研究費施中従来注目されなかった種々の

特異型に遭遇した。却ち本色リンパ笛と正掌ザン

パ蔀の結合したもの 2偶又は数{到の赤色リンハ

節の結合したもの，頼主主款に或段瓢形に結合した

もの，赤色リンパ節中にJ1!1肪組綾を黙i{えに又は給

欣に混入したもの，!1J~色リンパ箆の色彩がま荏紋j{}~

を呈するもの，更にとれら特異型が2種或は3軒

混合して複雑な形款を止するものがあち，著者泣

これらの特異型を結合型，脂肪組織混入型，斑紋

型及び複雑型の 4種に分類した。赤色Fンパ節愛

生上閣法性が大なるものと考えられる脂肪組織を

含む結合組織，又赤色ヲンパ節と正常 Pンパ節及

び、{血管との閥保を一考するに，カか=功古か￥る特異型は大

血管の附近に殊に多く又I王巨常リンパ主蔀巨との結合主型q 

及び

赤色邑aザンノパζ笛節Jf持i弓3主J志ιの結合型に漠色のものの多い弓事i 
賞辻今後赤色リンノパζ蔀の設生機車車椋:事事立位主びび、に生王現i号坦n的;立壱立: 
義を検討する上に興司$吋味~未i伝えある示唆を輿えるものでで、あ

る。

手品によれば LEWlSの Haemal lymphatic 

glandの外形i主総て穎粒扶乃至は斑紋款を立する

ものとするが，著者の頼主主肢の結合型或は斑紋型

と揺したものが， とれに該註するか否かに就ては

今後の組織率的検討にf突っタト誌ない。

赤色ザンパ笛と山羊の生長との綴係に誕;て辻

研究材料不充分CJf.tに考按を下し得左いが，胎児
及ぴ初生先に出現が少なく，市も出現部f立が限定
されている事賓及びー疾病例と一双生先例に於て

j司鈴の他例によ七べ著しい検出教の減少を見た事賓

とはUJ羊の愛育進行に伴う赤色リンパ舗の治長に

就て何等かの示唆を輿えるものの如くである。

v.結論

i山1J羊 2お5体の赤色習ンパ笛を全身にに;託り，肉i限挺

的に桧宗し弐の成績績.を符

1町) 2お5例中 1i例弗列jは全く赤色一リンパ笛を訣除し

たが， 共の健のものでは共の線、敷設小5拡大 154

で 25併の千均1例ι53偶で{間体7111が甚だしく性

別，疾病との闘連性の有無は不明で、あるが，年齢

的には僚か乍ら異なる傾向を行する。
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2) 年齢の増加と共に体干去の大なるもの，色

彩の奨!手なるもり，形j{J¥の十?j凶体，局子体のもの

何れも増加する。

8) 山羊志色ザンパ笛iの 94%ほui符 5mm以

下である。

4) 出現部位は{同体により相違するが，後大

勤扱，Jhl迭には常在し，共の他E医院長，顎下部，前

頭部，中頭部，後頭部，肢話部，前縦隔部，気管

分岐部，横踊肢，後縦隔部，腸|話肢，腎flil走塁， aF 

I"J部， ~fl Jr'iJを，外腸fi'部， I"J脹 J，lil蓬，網膜， fi'盤

路に分市し，手品報i'f"~部位以外にも咽背部，横

隔115，外股廿部，都民部に出現する仰jに接Li'eこ。
5) 胎児及び生後2日の初生児亡、江赤色リン

パ節の出現部f立が胸部主立び、に腹部大動脹J，liJ主をに践

Mし，生後5汀以後のもので誌急に全身的分布を

みるもののようである。

6) 色彩及び形款の2時iから志色ザンパ岳iを

:16型に分類して，共の出現扶態をみると一般に色

彩が淡明にして球形のものが多く若i拾のもの程批

の傾向が顕著で、ある。

7) 従来研究の封象とせられて来たものとは

異なった積々の特異な外形を示すものに遭遇L，

とれを結合型，脂肪組織混入型，王斑i註E紋紋.型及び

塑の 4粒にう詩貞引iしJ たが，総?本的にかかる特異型は

大血管I.ti]迭に多数検出され，正常リンパ笥との結

合型及び指紡組織混入型に淡色のものが多く，赤

色リンパ笛相互の結合型に濃色のものが多い。

稿を怒るに蛍り終始御指導を賜り御校時を奈

うしたtー:itlll教授に深く感謝の意を去する。
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STUDIES ON THE RED LYMPHONODUS. 1 

lHACROSCOP1CAL OBSERVATIONS ON  THE 

RED L YMPHONODUS 1N GOATS. 

N. KUDO 

(From the Lαboratorll 0 f Veter仇aryAnαtomy， Faculty 01 Veterinαγν 
M edicine， H okkaido University， Sαpporo. Chief: Prof. K. TAKAHATA) 

1n the present paper some macroscopical observations on red lyrnphonodus of goats are described it 

being author's aim to clarify the ana主omicalstructure and physiological rneaning of the tissues. Twenty-

five goats were examined of ages ranging from foetus to 2 years old (Table. 1). The results obtained are 

surnrnarized as follows: 

1) The nu諮るerof red lyrnphonodi in one body was 0-154， 53るeingthe average. However， the 
individual deviation was so great that the author could not discern definite relations between the number 

of red lymphonodi and sexes or diseases etc. (Table.2). 

2) There were tendencies to indicate that the large， deep四colouredred lymphono~j and ellipsoidal or 

flat forrnsるecomenumerous with increase of age (Tables 3，4，5，6 and 7). 
3) About 94% of the totaI nurnber of the red lymphonodi dctected in examined goats were under 

5 mrn in diameter (Table 3). 

4) Localization of the red lymphonodus showed individual difference. However， it is situated usualIy 
in the aorta regions， otherwise it is found also at rettψharyngei， submaxillares， cervicales craniales， • cervicales 
mediales， cervicales caudales， axillares， mediastinales craniales， bifurcationis pharynダei，diaphragmatiws; mediastinales 
caudales， mesenterici， renales， porta hepatis，タastrici，iliuci laterales， P. portae， omentales， and cavum pelvis. Arnong 
these regions in which the author observed the red lymphonodus， the regions of retrop/wrynダei，diaphra-
gmaticus iliaci laterales， and omental凸 werenot discussed in TEJIMA's report. So the appearance of red 

lymphonodi in these several regions in goats is a fixs士-findingof the present author (Table 8). 

5) 1n em bryos or new born animals within two da}も theauthor could find them in the region of 

aorta only， however， in specimens older than five days the distribution of these bodies became wide 

throughout the regions above mentioned. 

6) According to their colours and forms， the author classified the red lymphonodi into 36 types 
(Table 9). Generally the light-coloured and globe伊shapedones were numerous: this tendency was especially 

clear in young animals (Table 10). 

7) The author found a num ber of abnorrnally shaped nodi， which rnay oe differentiated into the 
following types; the combined-form， the fat-induded-form， the spotted-forrn and the complicated-form. 
A great number of abnormal forms were found in the neighbourhood of large arteries 


